
電気のための微分積分B 第 6回問題 解答
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6.2. (1) tan x = t とおくと
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となることが知られているが,
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だから分子同士を比較して
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となっているはずである. 左辺を 0t2 + 0t+ 1 と考えると

両辺の t2 の係数が等しいから A+B = 0

両辺の t の係数が等しいから B + C = 0

両辺の 定数項が等しいから A+ C = 1
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